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精緻な内視鏡外科手術を目指して
新世代電気メスVIO3とマイクロライン剪刀が手術を変える

　近年、内視鏡外科手術は、その患者メリットと技術革新に
より増加の一途を辿っている。腹腔鏡下胆嚢摘出術（ラパ
コレ）は、その内視鏡外科手術の登竜門とも呼べる手術で
あり、外科医が最初に行うことの多い腹腔鏡手術の一つで
ある。そのため、ラパコレにおける基本手技を洗練するこ
とは、全ての内視鏡外科手術の基礎となると言っても過言
ではない。
　マイクロライン剪刀は、切れ味の良い切離を実現し、そ
の薄い刃はより精密な層の剥離を可能にする。また、VIO
３のソフト凝固は、組織の炭化を最小限に抑えながら高い
止血能力を有する。これらを内視鏡外科手術に導入するこ
とで、術者の意図する切離・剥離が精緻に行える。
　当院は病床700床を超える地域の中核病院で急性期病
院であり、多くのラパコレを経験する。以前のラパコレは、
ヘラ型の電気メスを使用し、胆嚢の膜、層構造などの認識・
コントロールが甘い手術を行っていた。電気メスによる層
のコントロールは達人には訳もないことかもしれないが、
より簡単に、膜・層構造を意識した繊細な手術を実現し、手

術時間の短縮、出血量の減少、合併症の抑制という患者ア
ウトカムの向上を目指すため、マイクロライン剪刀と新世
代電気メスVIO3を導入した。今回、より精緻なラパコレを
実現する方法について紹介する。
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